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東南アジア諸国への展開

タイ／マレーシア／フィリピン／ベトナム／インドネシア／医療画像データ統合システム／4.特定製品・サービスの市場・投資環境>情報通信インフラ整備状況

出所）H30年度・医療画像データ統合システム拠点構築コンソーシアム（代表団体富士フイルム株式会社）「タイにおける医療画像データ統合システム

拠点化構築プロジェクト報告書」p.54-55

（５）東南アジア諸国への展開

東南アジア主要国を医療ICTの進展度で区分すると、先進グループ（タイ、マレーシア）、中間グループ（ベトナ

ム、フィリピン、インドネシア）、後進グループ（ミャンマー、カンボジア、ラオス）に分類できる（下図に東南ア

ジア主要国のHIS、PACS導入率を示す）。

本コンソーシアムでは、医療ICTの導入が進むタイに加え、マレーシアでも医療データのサイロ化に悩む病院が増

大しており、将来的にこの波はフィリピン、ベトナム、インドネシア等にも波及していくと予想している。

そのため、タイのVNA市場でのポジションの早期確立に努め、その後はマレーシアを皮切りに東南アジア諸国への

展開を進めていくことを目指す。


